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『
新
古
今
私
抄
』
の
実
態
に
つ
い
て

近
藤
美
奈
子

一
、
は
じ
め
に

『
新
古
今
和
歌
集
』
の
最
初
の
注
釈
書
は
、
東
常
縁
が
二
〇
〇
首
を
注

し
た
『
新
古
今
集
聞
書
』
で
あ
る
。
そ
の
後
、
細
川
幽
斎
が
こ
の
書
を
基

に
増
補
等
を
行
っ
て
成
っ
た
の
が
増
補
本
『
新
古
今
和
歌
集
聞
書

（
以

』

下

「
増
補
本
」
と
呼
ぶ
）
で
、
六
一
六
首
に
注
が
施
さ
れ
て
い

る

。

、

（
１
）

『
新
古
今
私
抄

（
以
下

「
本
書
」
と
呼
ぶ
）
は
、
増
補
本
を
基
に
全

』

、

歌
に
注
を
付
け
よ
う
と
し
た
も
の
の
未
完
成
に
終
わ
っ
た
注
釈
書
で
あ

る
。
現
存
す
る
伝
本
は
、
内
閣
文
庫
蔵
本
（
函
架
番
号
・
二
〇
〇
ー
〇
一

一
五
）
の
み
の
孤
本
で
あ
る
。
尚

『
和
歌
大
辞

典

（
後
藤
重
郎
氏
執

、

』

（
２
）

筆
）
に
「
新
古
今
和
歌
抄
と
も
」
と
挙
げ
ら
れ
て
い
る
別
称
は
、
内
閣
文

庫
の
目
録
（

簿
冊
情
報

）
に
お
け
る
本
書
の
書
名
を
指
し
て
い
る
も
の

「

」

と
思
わ
れ

実
際
に
は
本
書
の
外
題
は

新
古
今
私
抄

で
あ
っ
て

新

、

「

」

、「

古
今
和
歌
抄
」
の
名
称
は
見
当
た
ら
な
い
。

本
書
の
翻
刻
に
は
、
全
文

を
翻
刻
し
た
『
未
刊
国
文
古
註
釈
大

系

』
と
増
補
本
の
歌
注
部
分
を
削

（
３
）

除
し
て
新
た
に
追
加
さ
れ
た
歌
注
の
み
を
翻
刻
し
た
『
新
古
今
集
古
注
集

成

近
世
旧
注
編

１

』
と
が
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
後
者
の
岸
田
依

（
４
）

子
氏
に
よ
る
解
題
が
本
書
に
つ
い
て
の
最
も
詳
し
い
研
究
と
い
え
よ
う

が
、
解
題
と
い
う
性
質
上
、
細
か
な
点
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、

ま
だ
解
明
す
べ
き
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、
本
書
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
を
す
る
と
と
も
に
幾
つ
か
の
問
題
点
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

二
、
書
誌

判
型
は
大
本
（
美
濃
本

、
袋
綴
一
〇
冊
の
写
本
で
、
二
巻
ず
つ
を
一

）

冊
に
収
め
る
。
朽
葉
色
厚
手
表
紙
で
、
凡
そ
縦
二
七
・
八
糎
×
横
一
九
・

〇
糎
。
第
一
冊
目
は
表
紙
が
他
冊
よ
り
も
黒
ず
ん
で
い
て
題
簽
が
な
く
、

表
紙
左
肩
に
打
付
書
で
「
新
古
今
私
抄

一
」
と
あ
る
。
第
二
冊
目
以
降

に
は
表
紙
左
肩
に
書
名
と
冊
数
を
記
し
た
題
簽
が
貼
付
し
て
あ
る
。
内
題

は
な
い
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
墨
付
き
は
、
第
一
冊
六
四
枚
、
第
二
冊
八

四
枚
、
第
三
冊
八
四
枚
、
第
四
冊
四
九
枚
、
第
五
冊
四
三
枚
、
第
六
冊
五

一
枚
、
第
七
冊
六
二
枚
、
第
八
冊
八
四
枚
、
第
九
冊
八
四
枚
、
第
十
冊
四

。

、

。

（

）
。

三
枚

遊
紙
は
各
冊

前
後
に
各
一
枚

一
面
一
〇
行

細
字
注
は
例
外

。

、

。

和
歌
一
行
書

和
歌
よ
り
詞
書
は
二
字

注
釈
本
文
は
三
字
下
げ
て
書
く

印
記
は

和
歌
講
談
所

浅
草
文
庫

内
閣
文
庫

等

奥
書
に
は

右

「

」「

」「

」

。

「

之
一
冊
亡
父
亜
相
光
廣
真
跡
無
疑
者
也

藤
原
資
忠
在
判
」
と
あ
る
。

本
書
に
は
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
仮
名
序
と
詞
書
や
左
注
の
付
い
た
全

歌
が
収
載
さ
れ
、
該
当
す
る
歌
に
は
増
補
本
注
や
増
補
本
以
外
の
別
注
が

付
さ
れ
て
い
る
が
、
別
注
に
は
標
準
の
大
き
さ
の
字
の
も
の
と
細
字
の
も

の
と
が
あ
る
。
注
釈
の
な
い
歌
の
後
は
二
行
分
が
空
白
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
に
頭
注
・
傍
注
・
付
箋
注
・
別
紙
注
な
ど
も
付
さ
れ
て
い
る
。

所
収
歌
数
は
一
九
七
八
首
で
あ
る

『
新
編
国
歌
大
観
』
を
基
準
に
す

。
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、

（

）

る
と

二
一
二
・
一
三
三
五
・
一
七
七
二
番

何
れ
も
増
補
本
非
所
収
歌

が
欠
け
て
い
る
が
、
三
首
の
異
本
歌
（
＊
一
七
八
四
番
と
一
七
八
五
番
と

の
間
に

（
切
り
出
し
歌

「
大
空
に
契
る
思
ひ
の
年
も
へ
ぬ
月
日
も
う
け

、

）

よ
行
す
ゑ
の
空
／
太
神
宮
歌
合
に
・
太
上
天
皇

、
＊
一
八
〇
一
番
と
一

」

八
〇
二
番
と
の
間
に
、
一
九
九
二
番
歌
「
水
茎
の
中
に
残
れ
る
滝
の
を
と

い
と
し
も
さ
む
き
秋
の
声
哉
／
題
し
ら
ず
・
大
中
臣
能
宣
朝
臣

、
＊
一

」

九
一
三
番
と
一
九
一
四
番
と
の
間
に
、
一
九
九
四
番
歌
「
住
吉
と
思
ひ
し

宿
は
荒
に
け
り
神
の
し
る
し
を
待
と
せ
し
ま
に
／
奉
幣
使
に
住
吉
に
参
り

て
む
か
し
す
み
け
る
と
ま
り
の
あ
れ
た
り
け
る
を
読
侍
け
る
・
津
守
有

基

）
を
有
す
る
。

」第
一
冊
目
に
乱
丁
が
あ
り
、
第
一
六
丁
と
第
一
七
丁
と
の
間
に
本
来
あ

る
は
ず
の
二
丁
が
第
四
三
・
四
四
丁
の
場
所
に
ず
れ
て
い
る
。
歌
番
号
で

示
す
と
、
二
六
番
の
半
ば
か
ら
二
七
番
全
部
と
二
八
番
の
大
部
分
が
一
一

二
番
の
詞
書
と
作
者
名
と
の
間
に
挟
ま
っ
て
い
る

『
未
刊
国
文
古
註
釈

。

大
系
』
で
は
乱
丁
に
は
言
及
が
な
く
、
本
来
の
歌
順
と
な
っ
て
い
る
。

三
、
所
収
注
釈
書
の
書
写
に
つ
い
て

本
書
は
、
先
ず
『
新
古
今
和
歌
集
』
を
写
し
な
が
ら
同
時
に
増
補
本
注

と
一
部
の
別
注
を
写
す
と
い
う
作
業
を
行
い
、
そ
の
後
、
注
釈
の
な
い
歌

の
後
ろ
二
行
分
の
空
白
に
細
字
で
別
注
を
書
き
入
れ
る
と
い
う
段
階
を
ふ

ん
で
成
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
細
字
注
は
、
短
文
の
も
長
文
の
も
空
白
部
に

き
ち
ん
と
収
ま
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
場
で
い
き
な
り
注

さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
既
に
一
書
と
成
っ
て
い
た
も
の
か
ら
書
き
写
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
は
増
補
本
や
別
注
な
ど
既

成
の
注
釈
書
を
基
に
し
た
諸
注
集
成
を
目
指
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
推
察

さ
れ
る
。
同
一
路
線
の
幽
斎
の
増
補
本
を
引
き
継
ご
う
と
し
た
も
の
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。

但
し
、
そ
の
書
写
作
業
は
総
体
的
に
注
意
を
払
っ
て
行
わ
れ
た
と
は
思

わ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
全
六
一
六
歌
注
の
収
載
を
意
図
し
て

い
た
は
ず
の
増
補
本
注
に
関
し
て
は
、
一
八
六
一
番
歌
の
注
「
賀
茂
の
御

哥
也

雲
わ
け
て
の
ほ
ら
ん
と
は
本
望
に
か
へ
り
給
は
む
と
い
ふ
歌
な

り
」
が
漏
れ
て
い
る
。

増
補
本
注
は
詞
書
や
左
注
を
掲
載
し
て
い
な
い
が
、
本
書
は
そ
れ
ら
を

掲
載
す
る
方
針
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
増
補
本
の
注
釈
中
に
詞
書
が
示
さ
れ

て
い
る
場
合
、
重
複
を
さ
け
る
た
め
に
本
書
は
増
補
本
注
か
ら
詞
書
部
分

を
省
い
て
書
写
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
徹
底
し
て
お
ら
ず
、
詞
書
部
分
が

省
か
れ
て
い
な
い
ま
ま
の
注
も
数
箇
所
あ
る
。
十
分
な
注
意
力
を
も
っ
て

書
写
作
業
が
行
わ
れ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

さ
て
、
一
八
六
一
番
歌
の
注
が
収
載
漏
れ
に
な
っ
た
の
も
、
詞
書
部
分

の
省
略
と
同
様
の
作
業
を
行
お
う
と
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
同
歌
に
は
左

注
「
加
茂
の
御
哥
と
な
む
」
が
付
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
前
掲
の
如
く

増
補
本
の
注
釈
中
に
も
左
注
を
示
し
た
一
文
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
増
補
本

注
か
ら
左
注
部
分
を
省
い
て
書
写
し
よ
う
と
し
た
際
に
、
左
注
の
位
置
が

注
釈
本
文
の
位
置
と
紛
ら
わ
し
い
の
で
、
左
注
を
注
釈
本
文
と
勘
違
い
し

て
残
り
の
注
釈
本
文
を
写
し
漏
ら
し
て
し
ま
い
、
結
局
一
八
六
一
番
注
が

収
載
漏
れ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

増
補
本
の
書
写
に
関
し
て
言
え
ば
、
本
文
の
誤
脱
や
本
歌
・
引
歌
の
脱
落

な
ど
小
さ
な
過
誤
が
全
体
的
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
本
書
に
は
前
記
以
外
に
も
大
き
な
書
き
誤
り
や
注
目
す
べ

き
特
徴
が
見
ら
れ
る
の
で
、
歌
順
に
従
っ
て
列
記
す
る
。

①
一
七
番
は
増
補
本
注
だ
が
、
注
釈
本
文
が
中
途
で
終
わ
っ
て
い
る
の
を
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付
箋
を
貼
っ
て
補
っ
て
あ
る
。

②
一
五
六
番
（
別
注
）
は
歌
注
全
体
が
付
箋
に
書
か
れ
て
、
一
六
〇
番
歌

の
上
に
貼
ら
れ
て
い
る
。

③
二
二
四
番
に
、
前
歌
二
二
三
番
の
注
釈
本
文
が
重
複
し
て
書
か
れ
、
棒

線
で
ミ
セ
ケ
チ
に
さ
れ
て
い
る
。

④
二
五
七
番
「
窓
近
き
い
さ
ゝ
む
ら
竹
風
吹
は
秋
に
お
と
ろ
く
夏
の
夜
の

夢

（
増
補
本
注
）
の
注
釈
本
文
が
、
直
前
の
二
五
六
番
「
窓
近
き
竹
の

」
葉
す
さ
ひ
風
の
音
に
い
と
ゝ
み
し
か
き
う
た
ゝ
ね
の
夢

（
増
補
本
非
所

」

収
歌
）
の
方
に
記
さ
れ
て
い
る
。

⑤
二
八
九
番
の
注
釈
本
文
に
続
い
て
、
同
じ
高
さ
で
次
歌
二
九
〇
番
の
注

釈
本
文
全
部
と
二
八
九
番
の
詞
書
・
作
者
名
・
歌
が
書
か
れ
て
い
る
が
、

詞
書
は
「
ヒ
」
の
ミ
セ
ケ
チ
、
他
は
棒
線
の
ミ
セ
ケ
チ
に
な
っ
て
い
る
。

⑥
三
一
七
番
か
ら
三
二
五
番
（
増
補
本
非
所
収
歌
）
に
は
注
釈
本
文
は
記

さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
注
釈
が
書
か
れ
た
別
紙
一
枚
（
一
一
・
〇
糎
×

四
三
・
〇
糎
）
が
二
つ
折
り
に
さ
れ
て
第
四
六
丁
の
袋
の
間
に
挟
ま
れ
て

い
る
。

⑦
三
四
三
番
は
増
補
本
注
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
細
字
注
で
あ
る
。

⑧
五
七
七
番
（
増
補
本
注
）
の
注
釈
本
文
の
後
に
同
じ
高
さ
で
、
五
八
〇

番
（
増
補
本
注
で
は
五
七
七
番
の
次
に
位
置
す
る
）
の
完
全
な
歌
注
が
続

。

、

い
て
い
る

本
来
の
位
置
に
も
五
八
〇
番
は
重
複
し
て
書
か
れ
て
い
る
が

こ
ち
ら
の
注
釈
本
文
に
は
少
々
の
脱
落
と
位
置
の
異
同
が
あ
る
。

⑨
六
〇
二
番
「
紅
葉
ゝ
を
を
の
か
染
た
る
色
そ
か
し
よ
そ
け
に
を
け
る
今

朝
の
霜
哉

（
増
補
本
非
所
収
歌
）
は
歌
の
み
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
五

」

九
二
番
「
紅
葉
は
を
何
お
し
み
け
む
木
の
間
よ
り
も
り
く
る
月
は
こ
よ
ひ

こ
そ
み
れ

（
増
補
本
非
所
収
歌
）
の
方
に
六
〇
二
番
歌
に
相
当
す
る
注

」

釈
本
文
が
細
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。

⑩
六
七
〇
番
（
増
補
本
注
）
の
注
釈
本
文
の
後
に
同
じ
高
さ
で
、
六
七
一

番
（
増
補
本
注
）
の
歌
注
が
続
い
て
い
る
。
六
七
一
番
の
本
来
の
位
置
に

は
詞
書
・
作
者
名
・
歌
の
み
が
書
か
れ
、
注
釈
本
文
は
な
い
。

⑪
一
〇
二
七
番
「
我
恋
も
今
は
色
に
や
出
な
ま
し
軒
の
し
の
ふ
も
紅
葉
し

に
け
り
」
に
あ
る
細
字
注
は
、
一
〇
三
〇
番
「
我
恋
は
松
を
時
雨
の
染
か

ね
て
ま
く
す
か
原
に
風
さ
は
く
な
り

（
増
補
本
注
）
に
つ
い
て
の
別
注

」

で
あ
る
。

⑫
一
二
一
五
番
に
あ
る
細
字
注
は
、
実
際
は
増
補
本
注
で
あ
る
一
二
一
四

番
歌
の
別
注
に
相
当
す
る
。

⑬
一
二
九
四
番
（
増
補
本
注

・
一
九
二
〇
番
（
同
）
は
、
歌
が
万
葉
仮

）

名
で
書
か
れ
て
い
る
。

⑭
一
九
一
五
番
は
増
補
本
注
に
細
字
の
別
注
が
付
属
し
て
い
る
。

『
未
刊
国
文
古
註
釈
大
系
』
で
は
、
③
⑤
の
ミ
セ
ケ
チ
を
省
き
、
⑥
は

「

」

別
紙
注
で
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
他
の
付
箋
注
と
区
別
せ
ず
に

附
箋

の
注
記
を
付
け
、
①
②
⑤
⑨
に
つ
い
て
は
正
し
て
、
④
⑧
⑩
は
そ
の
ま
ま

の
形
で
翻
刻
し
て
あ
る
。
⑪
⑫
は
注
（
３
）
に
記
し
た
よ
う
に
翻
刻
に
漏

れ
て
い
る
。

さ
て
、
⑥
は
追
加
さ
れ
た
別
紙
の
注
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後

述
し
た
い
。
①
と
⑦
は
増
補
本
注
を
書
写
す
る
際
に
書
き
漏
ら
し
た
本
文

を
付
箋
や
細
字
で
補
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
②
は
『
新
古
今
和
歌
集
』
書

写
時
に
書
き
漏
ら
し
た
歌
に
気
付
い
て
、
そ
れ
を
補
う
際
に
別
注
も
追
加

し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
④
⑨
⑪
は
同
じ
初
句
の
歌
を
取
り
違
え
た
も

の
、
③
⑤
⑧
⑩
⑫
は
隣
の
歌
と
位
置
を
間
違
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

を
見
る
と

『
新
古
今
和
歌
集
』
や
増
補
本
・
別
注
を
書
き
写
し
て
い
く

、

作
業
が
注
意
を
払
っ
て
丁
寧
に
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
ま

た
、
付
箋
や
細
字
注
な
ど
が
そ
の
ま
ま
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
形
態
か
ら
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す
る
と
、
本
書
は
草
稿
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

四
、
別
注
に
つ
い
て

本
書
に
収
載
さ
れ
て
い
る
増
補
本
注
以
外
の
別
注
に
は

『
新
古
今
和

、

歌
集
』
と
同
時
に
書
写
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
と
後
か
ら
空
白
二
行
分

に
追
記
さ
れ
た
細
字
注
と
が
あ
り
、
何
れ
も
既
に
一
書
と
し
て
出
来
上
が

っ
て
い
た
注
釈
書
を
書
き
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
前
述
の
通

り
で
あ
る
。

別
注
は
三
三
五
首
に
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
細
字
で
追
記
さ

れ
た
注
は
少
な
く
と
も
二
二
八
首
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
と
い
う
の
は
、

（

５

）

二
行
分
の
空
白
部
に
追
記
さ
れ
た
注
が
二
行
以
内
の
短
文
で
あ
る
場
合
、

特
に
細
字
で
記
す
必
要
が
な
い
の
で
追
記
さ
れ
た
も
の
か
否
か
見
分
け
難

い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
追
記
さ
れ
た
注
の
実
数
は
二
二
八
首
を

超
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
別
注
の
三
分
の
二
が
追
記
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
一
旦
増
補
本
注
な
ど
を
収
載
し
た
後
に
、
諸
注
集
成
の
試
み
が
熱
意

を
も
っ
て
続
け
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
煩
瑣
で
は
あ
る
が

『
未
刊

、

国
文
古
註
釈
大
系
』
に
は
細
字
注
の
区
別
が
な
い
の
で
、
細
字
注
の
付
け

ら
れ
て
い
る
歌
番
号
を
左
に
掲
げ
て
お
き
た
い
。

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

30

32

45

56

71

72

87

131

135

162

164

165

166

175

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

188

190

191

193

195

196

200

208

211

215

219

245

247

276

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

283

284

307

331

343

344

361

372

392

470

495

502

521

527

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

536

549

553

555

580

584

602

739

750

760

761

764

773

779

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

784

794

798

804

807

808

812

815

822

818

833

840

852

858

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

863

869

870

883

894

898

899

905

909

911

912

915

917

923

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

925

926

946

947

976

995

997

998

1000

1002

1005

1010

1012

1019

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

1026

1029

1030

1033

1036

1042

1044

1055

1063

1075

1079

1084

1087

1090

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

1105

1107

1110

1112

1118

1129

1131

1148

1153

1159

1166

1167

1170

1178

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

1180

1181

1190

1193

1195

1205

1215

1216

1239

1242

1251

1258

1262

1267

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

1271

1275

1280

1290

1292

1314

1351

1354

1371

1379

1381

1383

1389

1400

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

1404

1405

1411

1412

1414

1415

1426

1439

1443

1448

1451

1452

1454

1462

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

1471

1472

1480

1481

1482

1489

1506

1511

1513

1514

1515

1523

1532

1535

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

1544

1546

1557

1560

1562

1575

1576

1586

1596

1604

1606

1629

1648

1649

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

1653

1655

1675

1678

1686

1692

1693

1699

1701

1707

1722

1732

1733

1756

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

1784

1800

1810

1865

1866

1868

1869

1870

1885

1896

1905

1908

1915

1919
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、

、

、

1921

1924

1931

1976
、

、

と
こ
ろ
で

別
注
の
出
典
に
つ
い
て
は
ま
だ
解
明
が
進
ん
で
い
な
い
が

一
書
は
、
心
敬
の
説
を
聞
書
し
た
猪
苗
代
兼
載
の
増
補
に
よ
る
『
新
古
今

抜
書
抄
』
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

（

６

）

『
新
古
今
抜
書
抄
』
に
は
一
一
六
首
の
歌
注
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
う
ち
の
九
八
首
は
増
補
本
に
も
あ
る
歌
で
あ
る
。
左
に
『
新
古
今
抜

書
抄
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
歌
の
番
号
を
掲
げ
る
（
□
で
囲
っ
た
番
号
は

増
補
本
と
重
な
ら
な
い
歌

。
）

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

一
九

二
七

三
〇

四
一

六
二

六
三

八
七

九
七

九
九

一
二
一

一
二
六

一
五
四
、
一
五
五
、
一
六
九
、
一
七
五
、
二
〇
一
、
二
一
四
、
二
一
七
、
二
一
八
、
二
一

九
、
二
三
二
、
二
四
七
、
二
五
一
、
二
六
二
、
二
八
九
、
三
〇
〇
、
三
六
一
、
三
六
二
、

三
六
三
、
三
六
四
、
三
六
八
、
三
七
五
、
三
七
六
、
三
七
八
、
三
八
七
、
三
九
二
、
三
九

三
、
三
九
八
、
四
一
八
、
四
四
一
、
四
七
〇
、
四
九
一
、
四
九
五
、
五
〇
二
、
五
一
三
、

五
一
七
、
五
二
〇
、
五
二
七
、
五
三
〇
、
五
五
九
、
五
六
一
、
五
八
〇
、
五
八
七
、
五
九

八
、
六
一
四
、
六
五
四
、
六
六
三
、
六
八
一
、
六
九
七
、
七
〇
四
、
七
一
九
、
七
三
二
、

八
〇
三
、
八
八
三
、
九
〇
〇
、
九
二
七
、
九
三
三
、
九
三
五
、
九
六
九
、
九
八
〇
、
九
九

五
、
一
〇
二
九
、
一
〇
三
八
、
一
〇
三
九
、
一
〇
八
一
、
一
〇
九
五
、
一
一
〇
一
、
一
一

二
四
、
一
一
四
二
、
一
一
九
六
、
一
一
九
九
、
一
二
九
四
、
一
三
一
三
、
一
三
一
四
、
一

三
一
五
、
一
三
一
六
、
一
三
一
七
、
一
三
二
〇
、
一
三
二
三
、
一
三
三
四
、
一
三
三
六
、

、

、

、

、

、

、

、

一
三
三
七

一
三
三
八

一
三
七
四

一
四
七
〇

一
五
二
一

一
五
二
五

一
五
四
七

、

、

、

、

、

、

、

一
五
六
〇

一
五
六
二

一
五
六
四

一
五
六
五

一
六
〇
一

一
六
一
八

一
六
五
〇

、

、

、

、

、

、

、

一
六
六
六

一
六
六
七

一
七
一
八

一
七
一
九

一
七
四
〇

一
七
五
七

一
七
八
二

一
八
七
五
、
一
九
〇
二
、

本
書
で
は
、
追
記
の
細
字
注
の
形
態
で
、
増
補
本
と
重
な
ら
な
い
歌
に

限
っ
て
『
新
古
今
抜
書
抄
』
を
全
て
収
載
し
て
い
る
。
例
外
は
二
例
で
、

増
補
本
注
の
歌
で
あ
る
の
に
、
頭
注
に
『
新
古
今
抜
書
抄
』
を
重
ね
て
記

し
て
い
る
六
三
番
と
『
新
古
今
抜
書
抄
』
に
注
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

別
注
を
採
用
し
頭
注
も
記
す
二
四
七
番
で
あ
る

ま
た

二
一
九
番
は

新

。

、

『

古
今
抜
書
抄
』
を
採
用
し
て
い
る
が
、
別
注
も
頭
書
し
て
あ
る
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

【
新
古
今
私
抄
】

六
三
番

①
霜
ま
よ
ふ
空
に
し
ほ
れ
し
雁
が
ね
の
帰
る
つ
ば
さ
に
春
雨
ぞ
降
る

雁
が
ね
の
春
秋
往
来
の
辛
労
を
あ
は
れ
み
た
る
歌
な
り

頭
注

鳥
の
中
に
も
雁
は
生
得
辛
労
す
る
物
也

遠
境
を
し
の
き
て
北
の

国
の
露
霜
に
ぬ
れ

又
春
と
い
へ
ば
細
雨
に
し
ほ
れ
て
哀
ふ
か
き

体
也
（

新
古
今
抜
書
抄
】
と
同
文
）

【

『
新
古
今
抜
書
抄
』
が
頭
書
さ
れ
て
い
る
の
は
、
本
文
注
の
増
補
本
注

を
補
う
も
の
と
し
て
相
応
し
い
注
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

【
新
古
今
私
抄
】

二
四
七
番

②
夕
暮
は
い
づ
れ
の
雲
の
名
残
と
て
花
橘
に
風
の
吹
ら
ん

せ
い
か
ん
の
説
に
は
夾
山
神
女
が
古
事
に
て
、
朝
に
は
雲
と
な
る
と

云
た
る
が
、
夕
暮
は
い
づ
れ
の
雲
の
名
残
ぞ
と
云
る
也
、
雲
を
ば
き

え
た
る
人
の
形
見
な
ど
に
す
る
物
な
れ
ば
、
た
ち
ば
な
と
雲
と
に
む

か
し
思
ひ
出
し
た
る
ま
で
な
り

頭
注

雲
は
風
を
な
が
す
も
の
也

【
新
古
今
抜
書
抄
】

こ
の
う
た
の
せ
つ
あ
ま
た
有
と
い
へ
ど
も
、
橘
は
昔
を
恋
、
ふ
り
に

し
人
の
か
た
み
、
そ
で
の
香
な
ど
い
ひ
な
ら
は
し
た
れ
ば
、
黄
昏
の

お
り
ふ
し
此
花
に
か
ぜ
の
吹
た
る
は
、
雲
と
成
に
し
故
人
の
玉
し
ゐ

、

。

。

ぞ
と

心
を
付
て
よ
み
給
ふ
哥
也
と
ぞ

か
ん
せ
い
ふ
か
き
哥
に
や

か
や
う
の
う
た
な
ど
を
大
概
に
み
て
は
、
何
の
心
も
曲
あ
る
べ
か
ら
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ず
と
申
せ
り
。

本
書
に
採
ら
れ
た
別
注
は
、
巫
山
の
雲
雨
に
関
す
る
説
を
斥
け
、
妥
当

な
解
釈
を
述
べ
て
い
る
。
頭
注
は
、
花
橘
に
風
が
吹
く
と
い
う
こ
と
と
雲

と
の
関
係
を
合
理
的
に
説
明
す
る
も
の
と
し
て
付
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
歌
に
つ
い
て
だ
け
例
外
的
に
『
新
古
今
抜
書
抄
』
が
採
用
さ
れ

な
か
っ
た
の
は
、
風
が
吹
い
た
の
を
「
雲
と
成
に
し
故
人
の
玉
し
ゐ
ぞ
」

と
極
端
な
解
釈
を
し
た
せ
い
で
は
な
か
ろ
う
か
。

【
新
古
今
私
抄
】

二
一
九
番

③
を
ざ
ゝ
吹
し
づ
の
ま
ろ
や
の
か
り
の
と
を
明
方
に
鳴
郭
公
哉

芦

イ

真
に
山
家
の
感
深
き
躰
也
、
定
め
て
構
た
る
戸
は
や
す
く
あ
く
る
物

な
れ
ば
、
夏
の
夜
の
あ
け
や
す
き
暁
が
た
に
鳴
と
云
心
也

頭
注

を
ざ
ゝ
は
山
に
か
ぎ
り
て
有
も
の
也
、
五
文
字
は
山
家
を
も
た
す

也
【
新
古
今
抜
書
抄
】

実
に
山
家
の
か
ん
ふ
か
き
躰
也
。
さ
だ
め
て
か
ま
へ
た
る
戸
は
、
や

す
く
あ
く
る
物
な
れ
ば
、
夏
の
夜
の
明
や
す
き
暁
方
に
な
く
と
い
ふ

こ
ゝ
ろ
也
。

頭
注
は
、
本
文
注
（

新
古
今
抜
書
抄

）
の
「
山
家
の
感
深
き
躰
」
の

『

』

詳
し
い
説
明
と
し
て
付
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
頭
注
は
、
本
文
注

に
言
及
の
な
か
っ
た

を
ざ
ゝ

に
つ
い
て
の
説
明
を
加
え

さ
ら
に

五

「

」

、

「

文
字
は
山
家
を
も
た
す
」
と
述
べ
て

「
を
ざ
ゝ
吹
」
と
い
う
五
文
字
が

、

題
「
山
家
暁
郭
公
と
い
へ
る
心
を
」
の
「
山
家
」
の
意
を
支
え
る
言
葉
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、
歌
の
「
を
ざ
ゝ
吹
」
は
正
し
く
は

「
小
笹
葺
く
」
で
あ
る
。

、

『

』

さ
て

増
補
本
注
の
な
い
歌
に
つ
い
て
は
原
則
的
に

新
古
今
抜
書
抄

注
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
書
が
『
新
古
今
抜
書
抄
』
を
重
要
視

し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
注
釈
作
業
の
基
盤
と
し
て
無
条

件
に
増
補
本
に
依
拠
し
て
い
る
の
と
は
違
い
、
機
械
的
に
『
新
古
今
抜
書

抄
』
を
採
用
す
る
の
で
は
な
く
、
②
の
よ
う
に
注
釈
内
容
を
吟
味
し
た
上

で
採
用
し
て
い
な
い
例
も
あ
る
。
ま
た
、
③
で
は
『
新
古
今
抜
書
抄
』
を

補
強
す
る
た
め
に
頭
注
を
付
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
細
字
注

を
付
す
作
業
は
、
第
三
章
の
⑪
⑫
の
よ
う
に
書
写
す
る
場
所
を
間
違
え
て

い
る
例
も
あ
る
と
は
い
え
、
案
外
丁
寧
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
頭
注
が
ど
の
よ
う
に
し
て
付
け
ら
れ
た
か
は
ま
だ

不
明
で
あ
る
が
、
①
の
頭
注
が
『
新
古
今
抜
書
抄
』
の
注
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
少
な
く
と
も
頭
注
の
一
部
に
は
既
成
の
注
釈
書
が
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
た
。

五
、
頭
注
・
傍
注
・
付
箋
注
・
別
紙
注

前
述
の
よ
う
に
、
本
書
に
は
頭
注
・
傍
注
・
付
箋
注
・
別
紙
注
な
ど
も

見
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
数
と
分
布
を
増
補
本
注
の
歌
・
別
注
の
歌
・
注
釈

の
な
い
歌
に
分
類
し
て
示
し
た
い
。

＊
所
収
歌
数
…
一
九
七
八
首

＊
増
補
本
注
歌
数
…
六
一
五
首
（
頭
注
…
一
六
首
、
付
箋
注
…
五
首
、

傍
注
…
二
首
、
別
注
が
接
続
…
四
首
）

＊
別
注
（
増
補
本
注
以
外
）
歌
数
…
三
三
五
首
（
頭
注
…
一
〇
首
）

（

、

、

＊
注
釈
の
な
い
歌
数
…
一
〇
二
八
首

頭
注
…
二
一
首

付
箋
…
一
三
首

《

、

》
）

傍
注
…
一
首

頭
注
・
付
箋
注
の
数
字
は

両
方
を
有
す
る
一
首
が
重
複

次
に
、
頭
注
・
傍
注
・
付
箋
注
・
別
紙
注
の
付
さ
れ
て
い
る
歌
注
に
つ

い
て
、
そ
の
番
号
と
注
釈
の
略
号
と
を
掲
げ
て
所
在
を
示
し
た
い
。

《
略
号

（
増
）
…
増
補
本
注

（
別
）
…
別
注

（
無
）
…
注
釈
な
し

》
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【

】

（

）
、

（

）
、

（

）
、

（

）
、

（

）
、

頭
注

六
三

増

一
三
七

無

一
五
一

増

一
八
二

増

一
九
七

別

二
〇
三
（
無

、
二
〇
六
（
無

、
二
一
九
（
別

、
二
四
〇
（
無

、
二
四
一
（
無

、
二
四

）

）

）

）

）

（

）
、

（

）
、

（

）
、

（

）
、

（

）
、

（

）
、

二

無

二
四
三

無

二
四
四

別

二
四
六

無

二
四
七

別

二
四
九

無

二
五
一
（
増

、
二
五
二
（
増

、
二
五
三
（
無

、
二
八
八
（
増

、
二
九
〇
（
増

、
二
九

）

）

）

）

）

（

）
、

（

）
、

（

）
、

（

）
、

（

）
、

一

無

二
九
三

増

二
九
五

増

三
二
五

無
・
付
箋
ア
リ

五
二
一

別

五
四
四
（
増

、
五
六
九
（
無

、
七
〇
七
（
増

、
七
二
二
（
無

、
七
二
七
（
無

、
七
五

）

）

）

）

）

二
（
無

、
七
五
三
（
別

、
七
七
七
（
無

、
九
一
七
（
別

、
一
〇
〇
四
（
無

、
一
二
一

）

）

）

）

）

五
（
無

、
一
二
三
九
（
別

、
一
三
九
七
（
増

、
一
四
八
七
（
無

、
一
六
〇
六
（
別

、

）

）

）

）

）

一
七
一
二
（
増

、
一
七
九
六
（
無

、
一
八
二
二
（
増

、
一
八
四
四
（
無

、
一
八
五
四

）

）

）

）

（
無

、
一
八
六
五
（
別

、
一
八
七
九
（
別

、
一
九
三
一
（
増

、
一
九
四
〇
（
増

、
一

）

）

）

）

）

九
四
八
（
増
）

【
付
箋
注
】
七
三
六
（
無

、
一
三
三
二
（
増
…
本
歌
の
指
摘
の
み

、
一
六
二
五
（
無

、

）

）

）

一
八
六
三
（
無

、
一
八
六
七
（
増

、
一
九
一
六
（
無

、
一
九
六
八
（
増
）

）

）

）

【
傍
注
】

二
二
五
（
無
・
詞
書
の
下

、
二
三
三
（
増
・
作
者
名
の
下

、
二
七
四
（
増

）

）

・
歌
と
注
釈
と
の
行
間

、
一
六
七
二
（
増
・
注
釈
本
文
の
右
横

、
一
九
四
七
（
増
・
詞

）

）

書
の
下
）

【
別
紙
注
】
三
一
七
（
無

、
三
一
八
（
無

、
三
一
九
（
増

、
三
二
〇
（
無

、
三
二
一

）

）

）

）

（
無

、
三
二
二
（
無

、
三
二
三
（
無

、
三
二
四
（
無

、
三
二
五
（
無
・
頭
注
ア
リ
）

）

）

）

）

【
付
・
別
注
が
増
補
本
注
の
末
尾
に
接
続
し
て
い
る
も
の
】

九
七
二
（
＋
漢
文
一
文

、
一
一
二
四
（
＋
一
文

、
一
二
一
四
（
＋
細
字
注
…
一
二
一
五

）

）

の
位
置
に
あ
る

、
一
九
一
五
（
＋
細
字
注
）

）

頭
注
・
傍
注
・
付
箋
注
・
別
紙
注
な
ど
は
、
そ
の
形
態
か
ら
し
て
追
記

さ
れ
た
も
の
に
違
い
な
い
が
、
注
の
形
態
と
内
容
と
に
は
関
連
性
が
あ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
頭
注
の
内
容
を
見
る
と
、
地
名
・
枕
詞
・
作
者
名
・
助

詞
の
意
味
用
法
の
説
明
、
語
釈
、
あ
る
い
は
歌
の
作
意
や
技
法
、
歌
の
大

意
や
解
釈
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
詞
書
や
作
者
名
に
関

す
る
語
釈
や
説
明
が
二
十
数
例
と
多
い
。
傍
注
は
詞
書
と
作
者
名
に
関
す

る
も
の
だ
け
で
あ
る
。
頭
注
や
傍
注
と
い
う
よ
う
に
、
書
物
に
直
接
書
き

付
け
る
形
態
の
注
に
詞
書
や
作
者
名
に
関
わ
る
内
容
が
多
い
と
い
う
の
は

当
然
の
結
果
と
い
え
よ
う
か
。
付
箋
注
や
別
紙
注
は
、
語
釈
、
詞
書
・
作

者
・
地
名
の
説
明
、
序
詞
の
指
摘
な
ど
も
あ
る
が
、
半
数
以
上
が
歌
の
解

釈
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
形
態

の
注
に
共
通
し
て
同
種
類
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

れ
ら
形
態
の
異
な
る
注
を
特
に
区
別
し
て
扱
う
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る

が
、
形
態
と
内
容
と
に
は
あ
る
程
度
の
傾
向
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
指

摘
で
き
よ
う
。

そ
れ
で
は
視
点
を
変
え
て
、
増
補
本
注
や
別
注
を
有
す
る
歌
、
注
釈
の

な
い
歌
そ
れ
ぞ
れ
に
付
け
ら
れ
た
注
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

増
補
本
注
に
付
け
ら
れ
た
注
は
、
詞
書
や
作
者
に
関
す
る
も
の
四
例
以

外
に
は
、
増
補
本
注
を
補
足
す
る
も
の
や
増
補
本
注
が
触
れ
て
い
な
い
事

柄
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
が
多
い
。
そ
の
他
、
異
説
を
述
べ
る
も
の
（
二

九
〇
・
二
九
五
番

、
注
釈
内
容
が
難
解
な
の
で
平
易
に
一
首
の
意
を
述

）

べ
た
も
の
（
一
九
三
一
番

、
増
補
本
注
に
は
「
哥
は
心
は
よ
く
き
こ
え

）

た
り
」
と
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
一
首
の
意
を
述
べ
た
も
の
（
一
九

）

、

。

六
八
番

な
ど

増
補
本
注
に
対
し
て
批
判
的
傾
向
の
注
が
注
目
さ
れ
る

別
注
に
付
け
ら
れ
た
注
は
全
て
頭
注
の
形
態
の
も
の
で
あ
る
。
詞
書
に

関
す
る
六
例
の
他
は
語
釈
や
補
足
な
ど
の
内
容
で
あ
る
が
、
歌
全
体
の
解
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釈
に
関
わ
る
も
の
は
な
い
。
付
箋
注
が
な
い
の
は
、
無
条
件
に
収
載
さ
れ

て
い
る
増
補
本
注
と
は
違
い
、
別
注
が
採
用
さ
れ
る
際
に
は
一
応
そ
の
内

容
が
吟
味
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

注
釈
を
も
た
な
い
歌
に
は
、
詞
書
に
関
す
る
傍
注
が
一
例
の
他
、
頭
注

・
付
箋
注
・
別
紙
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
、
こ
の
頭
注
・
付
箋
注
・

。

、

別
紙
注
の
存
在
こ
そ
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る

増
補
本
や
別
注
の
場
合

本
文
部
分
に
は
既
に
注
釈
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
注
を
追
記
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
追
記
が
頭
注
や
付
箋
と
い
っ
た
形
態
を

と
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
注
釈
を
持
た
な
い
歌
の

場
合
は
二
行
分
の
空
白
部
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
注
を
記
す
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
頭
注
や
付
箋
な
ど
の
形
態
で
注
が
付

け
ら
れ
て
い
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
詞
書
や
作
者
名
等
い
わ
ば
歌
の

外
面
に
関
す
る
も
の
で
は
な
く
、
歌
の
解
釈
に
関
わ
る
注
に
つ
い
て
見
る

こ
と
に
し
た
い
。

【
二
四
〇
番
】

帰
り
こ
ぬ
昔
を
今
と
思
ひ
ね
の
夢
の
枕
に
匂
ふ
立
花

頭
注
む
か
し
は
帰
り
こ
ぬ
も
の
な
れ
と
も
心
に
お
も
へ
は
む
か
し
も
か
へ

り
く
る
也

匂
ふ
立
花
は
む
か
し
を
夢
に
み
る
を
云

是
は
夢
の
さ

め
た
る
を
云

【
二
四
二
番
】

さ
月
や
み
み
し
か
き
夜
半
の
う
た
ゝ
ね
に
花
橘
の
袖
に
涼
し
き

頭
注
風
を
い
は
ぬ
所
か
作
意
也

風
を
よ
く
も
た
し
よ
み
た
り

【
三
一
七
番
】

雲
間
よ
り
星
合
の
空
を
見
渡
せ
は
し
つ
心
な
き
天
の
川
波

別
紙
注
心
の
な
い
を
云

星
も
川
波
も
し
つ
心
な
い
と
か
ね
て
見
る
へ
し

【
三
二
四
番
】

七
夕
の
あ
ふ
せ
た
え
せ
ぬ
天
河
い
か
な
る
秋
か
わ
た
り
初
け
ん

別
紙
注
一
説
に
此
哥
は
七
夕
の
ち
き
り
初
は
あ
ひ
そ
め
た
る
こ
と
の
し
ら

れ
ぬ
心
を
よ
め
り
と
也

人
の
ち
き
り
は
か
わ
り
や
す
き
に
う
ら

マ
マ

や
み
た
る
心
也

【
一
六
二
五
番
】

こ
と
し
け
き
世
を
の
か
れ
に
し
み
山
へ
に
嵐
の
風
も
心
し
て
ふ
け

付
箋
注
世
の
う
き
事
を
の
か
れ
て
き
た
る
に
風
も
心
せ
よ

又
こ
ゝ
も
か

な
し
く
て
は
何
と
し
て
す
ま
ん
す
る
そ
也

【
一
九
一
六
番
】

な
を
た
の
め
し
め
ち
か
原
の
さ
し
も
草
我
世
中
に
あ
ら
ん
限
は

せ
イ

付
箋
注
し
め
ち
か
原

し
も
ふ
さ
也

さ
し
も
草
の
名
所
也

哥
の
名
所

也

哥
の
心
は
も
く
さ
は
物
の
薬
に
て
人
を
た
す
く
る
理
あ
れ
は

其
如
く
た
の
め
た
す
け
ん
と
云
り

頭
注
・
別
紙
注
・
付
箋
注
か
ら
各
二
例
を
掲
げ
た
が
、
何
れ
も
注
と
し

て
妥
当
な
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
注
が
本
文
の
空
白
部
に
書
き

入
れ
ら
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
本
文
の
空

白
部
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
に
な
っ
て
い
て
、
頭
注
や
付
箋
注
の
形
態
で
注

が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
で

あ
ろ
う
か
。
第
三
章
で
は
、
本
文
の
空
白
部
に
細
字
注
が
書
き
入
れ
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
そ
の
細
字
注
は
既
成
の
注
釈
書
に
拠
る
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
を
述
べ
た
。
つ
ま
り
、
空
白
部
は
然
る
べ
き
既
成
の
注
釈
を
書
き
入
れ

る
た
め
に
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
空

白
部
が
そ
の
ま
ま
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
頭
注
・
付

箋
注
・
別
紙
注
が
既
成
の
注
釈
書
を
書
き
記
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を

（

７

）

示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
注
は

本
書
注
釈
者
自
身
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
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れ
る
。
但
し
、
自
注
で
は
あ
る
が
、
自
説
そ
の
も
の
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
と
い
う
の
は
、
前
掲
の
三
二
四
番
注
に
「
一
説
に
…
」
と
あ
る
例
や

第
四
章
で
取
り
上
げ
た
六
三
番
の
よ
う
に
他
人
の
説
を
引
用
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
頭
注
・
傍
注
・
付
箋
注
・
別

紙
注
は
、
自
説
も
他
人
の
説
も
取
り
混
ぜ
て
本
書
注
釈
者
が
自
分
で
注
を

付
け
た
部
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

六
、
書
写
者
（
＝
注
釈
者
）

本
書
第
一
〇
冊
目
に
は
「
右
之
一
冊
亡
父
亜
相
光
廣
真
蹟
無
疑
者
也

藤
原
資
忠
在
判
」
と
書
か
れ
た
奥
書
が
あ
る
。
資
忠
は
烏
丸
光
広
の
次
男

で
、
本
書
が
光
広
の
真
筆
す
な
わ
ち
著
作
で
あ
る
と
記
し
て
あ
る
。

烏
丸
光
広
は
、
天
正
七
（
一
五
七
九
）
年
に
生
ま
れ
、
寛
永
一
五
（
一

六
三
八
）
年
七
月
一
三
日
に
六
〇
歳
で
没
し
て
い
る
。
妻
は
細
川
幽
斎
の

息
女
で
あ
る
。
光
広
は
『
和
歌
文
学
辞

典

』
に

（
８
）

後
陽
成
・
後
水
尾
二
代
に
わ
た
っ
て
、
中
院
通
勝
・
三
条
西
実
条
ら

と
共
に
宮
廷
文
化
人
グ
ル
ー
プ
の
代
表
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
多
芸

に
秀
で
、
和
歌
は
も
と
よ
り
、
故
実
・
漢
詩
文
・
連
歌
・
狂
歌
・
俳

諧
・
書
道
・
茶
道
な
ど
に
広
く
通
じ
て
い
た
。
と
く
に
、
和
歌
を
細

、

。

川
幽
斎
に
学
び

幽
斎
直
系
の
二
条
派
歌
人
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た

光
広
が
著
し
た
『
耳
底
記
』
は
、
幽
斎
の
口
述
・
談
話
を
筆
記
し
た

も
の
で
、
光
広
の
歌
学
思
想
や
そ
の
性
格
を
知
る
好
資
料
で
あ
る
。

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
当
代
き
っ
て
の
文
化
人
で
、
家
集
・
歌
学
書
・

紀
行
文
・
随
筆
な
ど
の
著
作
も
多
い
。
幽
斎
の
増
補
本
を
基
に
し
て
全
歌

、

、

注
釈
を
試
み
た
の
が
本
書
で
あ
る
が

幽
斎
と
の
師
弟
関
係
か
ら
見
て
も

岸
田
依
子
氏
の
「
烏
丸
光
広
は
本
書
の
注
釈
者
像
に
き
わ
め
て
妥
当
な
人

物
と
考
え
ら
れ
よ
う
」
と
い
う
見
解
が
首
肯
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
、
本
書
は

『
新
古
今
和
歌
集
』
を
写
し
な
が
ら
並
行
し
て
増
補

、

本
注
及
び
一
部
の
別
注
を
書
写
す
る
と
い
う
作
業
で
出
来
た
も
の
を
土
台

と
し
て
、
他
の
注
釈
書
か
ら
の
説
や
頭
注
・
付
箋
注
な
ど
を
書
き
加
え
る

と
い
う
方
法
で
作
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
筆
跡
に
つ
い
て
字
の

大
き
さ
や
墨
の
濃
さ
、
丁
寧
さ
な
ど
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
複

雑
な
筆
跡
に
つ
い
て
、
岸
田
依
子
氏
は
「
本
書
の
書
字
を
見
る
と
、
奥
書

以
外
は
す
べ
て
同
一
人
の
書
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
稿
者
も

同
様
の
印
象
を
受
け
た
。
氏
は
さ
ら
に
「
烏
丸
光
広
筆
の
他
の
文
献
の
筆

跡
と
照
合
し
て
、
真
筆
と
見
て
差
し
支
え
な
い
か
と
思
わ
れ
る
」
と
も
述

べ
て
お
ら
れ
る
が
、
稿
者
に
は
筆
跡
鑑
定
は
困
難
で
正
直
な
と
こ
ろ
判
断

し
が
た
い
。
そ
れ
に
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
光
広
の
書
写
を
疑
わ
せ
る

所
が
出
て
き
た
の
で
考
え
て
み
た
い
。

奥
書
に
つ
い
て
一
つ
の
疑
問
が
湧
い
て
き
た
の
で
あ
る
。
奥
書
の
筆
跡

は
前
述
の
如
く
、
本
書
の
本
文
と
は
別
筆
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
て
、

「
資
忠
在
判
」
が
問
題
で
あ
る

「
資
忠
在
判
」
の
「
在
判
」
の
意
味
す

。

る
と
こ
ろ
は
、
原
本
に
は
資
忠
の
花
押
が
書
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
書
が
原
本
で
は
な
く
、
写
し
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
奥
書
が
主
張
す
る
と
こ
ろ
の
、
本
書

が
光
広
の
真
筆
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
疑
わ
し
く
な
っ
て
く
る
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
本
書
は
光
広
筆
本
で
は
な
く
、
そ
の
写
し
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
既
述
の
よ
う
に
、
本
書
に
は
細
字
注
や
頭
注
・

傍
注
・
付
箋
注
・
別
紙
注
な
ど
様
々
な
形
態
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
筆
跡

の
丁
寧
さ
や
墨
色
の
違
い
な
ど
も
見
て
取
れ
、
到
底
写
し
と
は
思
わ
れ
な

い
。
や
は
り
本
書
は
原
本
で
、
同
一
人
物
が
注
釈
作
業
を
重
ね
て
書
い
た

も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
付
言
す
る
と
、
本
書
が
原
本
で
あ
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る
と
い
う
こ
と
は
、
書
写
者
が
同
時
に
注
釈
者
で
も
あ
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
さ
て
、
本
書
が
写
し
で
は
な
く
原
本
だ
と
す
れ
ば
、
今
度
は
奥
書
自

体
が
捏
造
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
い
が
生
じ
る
。
或
い
は
、
こ

の
奥
書
は
烏
丸
家
の
関
係
者
が
資
忠
に
仮
託
し
て
、
本
書
が
光
広
自
筆
本

で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
に
付
け
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
本
書
に
は
、
和
歌
的
素
養
の
あ
る
人
が
書
写
し
た
と
す
る

に
は
不
自
然
に
思
わ
れ
る
書
写
上
の
誤
り
が
幾
つ
か
見
ら
れ
る
。
次
に
挙

げ
る
例
は
何
れ
も
増
補
本
注
が
引
か
れ
て
い
る
箇
所
な
の
で
、
増
補
本
に

照
ら
し
て
明
白
に
誤
写
と
判
断
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

六
二
番
歌
「
帰
る
雁
今
は
の
心
有
明
に
月
と
花
と
の
名
こ
そ
惜
け
れ
」

の
イ

の
注
釈
に
「
雁
か
立
田
に
教
訓
し
た
る
歌
也
」
と
あ
る

「
雁
か
立
田
」

。

（

９

）

の
「
立
田
」
は
「
音
」
を
誤
読
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
和
歌
に
通
じ
た

者
が
す
る
と
は
思
わ
れ
な
い
よ
う
な
誤
り
で
あ
る
。

七
四
八
番
歌
の
注
釈
中
の
「
席
歌
」
も
「
序
歌
」
の
誤
り
で
あ
る
。
但

、

「

」

、

し

一
〇
〇
二
番
歌
の
注
釈
で
は
正
し
く

序

と
書
か
れ
て
い
る
の
で

単
な
る
書
き
誤
り
か
も
し
れ
な
い
。

七
五
七
番
歌
「
末
の
露
も
と
の
雫
や
世
中
の
を
く
れ
さ
き
た
つ
た
め
し

成
ら
ん
」
の
注
釈
本
文
「
人
の
あ
は
れ
に
た
と
へ
た
り
」
の
傍
線
部
は
増

補
本
を
見
る
と
「
命
」
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
は
「
命
」
を
「
哀
」
に
誤

読
し
て
、
そ
れ
を
平
仮
名
で
「
あ
は
れ
」
と
書
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
〇
二
八
番
歌
「
い
そ
の
か
み
ふ
る
の
神
杉
ふ
り
ぬ
れ
と
色
に
は
出
す

」

「

」

、

露
も
時
雨
も

の
注
釈
に
は

題
を
こ
と
は
し
て
た
る
歌
也

と
あ
る
が

傍
線
部
は
増
補
本
で
は
「
ま
は
し
た
る
」
で
あ
る

「
ま
は
す
」
と
は
、

。

例
え
ば
『
俊
頼
髄
脳
』
に
「
題
の
文
字
は
三
文
字
四
文
字
五
文
字
あ
る
を

（
１
０
）

限
ら
ず
、
よ
む
べ
き
文
字
、
必
ず
し
も
よ
ま
ざ
る
文
字
、
ま
は
し
て
心
を

よ
む
べ
き
文
字
、
さ
ゝ
へ
て
あ
ら
は
に
よ
む
べ
き
文
字
あ
る
こ
と
を
、
よ

く
心
得
べ
き
な
り
。
心
を
ま
は
し
て
よ
む
べ
き
文
字
を
あ
ら
は
に
よ
み
た

る
も
わ
ろ
し
」
と
書
か
れ
て
い
る
和
歌
用
語
で
あ
る
。
こ
こ
も
和
歌
の
素

養
に
欠
け
る
が
故
の
誤
読
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
書
の
書
写
態
度
に
は
丁
寧
と
は
言
い
難
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
書
き
誤

り
や
書
き
落
と
し
な
ど
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
は
既
述
し
た
が
、
こ
こ
に
挙

げ
た
書
写
例
を
見
る
と
、
書
写
者
に
和
歌
的
素
養
が
あ
れ
ば
回
避
で
き
た

書
き
誤
り
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
書
き
誤
り
を
当
代
随
一
の

和
歌
人
で
あ
る
光
広
が
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
疑
問
で
あ
る
。
書
写
者

は
光
広
以
外
の
人
物
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、
本
書

は
写
し
で
は
な
く
原
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
今
ま
で
に
述
べ
た
事
に

こ
の
条
件
を
加
味
す
る
と
、
書
写
時
に
は
和
歌
的
素
養
が
十
分
で
は
な
か

っ
た
者
が
一
人
で
注
釈
作
業
を
繰
り
返
し
行
っ
て
成
っ
た
も
の
が
本
書
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

七
、
お
わ
り
に

以
上
、
本
書
『
新
古
今
私
抄
』
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
と
考
察
を
述
べ

て
き
た
が
、
様
々
な
疑
問
点
を
十
分
に
解
明
で
き
た
と
は
言
い
難
い
。
従

来
は
本
書
の
書
写
者
（
＝
注
釈
者
）
は
烏
丸
光
広
と
さ
れ
て
い
て
、
稿
者

も
そ
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
が
、
既
述
の
よ
う
に
光
広
説
に
疑
い
が
生
じ

た
。
し
か
し
、
疑
い
は
生
じ
て
も
、
光
広
説
を
斥
け
る
だ
け
の
確
実
な
根

拠
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
筆
跡
の
問
題
が
最
も
困
難
な
壁
で
、

書
写
者
に
措
定
す
べ
き
人
物
が
他
に
い
な
い
の
か
、
厳
密
な
筆
跡
鑑
定
に

よ
っ
て
書
写
者
が
特
定
さ
れ
る
の
か
、
或
い
は
同
一
人
物
に
よ
る
書
写
で

は
な
い
の
か
等
稿
者
に
は
手
に
負
え
な
い
疑
問
点
が
残
っ
た
が
、
今
後
、

筆
跡
に
頼
ら
な
い
別
の
根
拠
に
よ
る
解
明
を
期
し
た
い
。
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【
注
】

（
１
）

増
補
本
成
立
の
経
緯
に
つ
い
て
の
詳
細
は
次
の
論
考
を
参
照
さ

れ
た
い
。

拙
稿
「

新
古
今
和
歌
集
聞
書

（
増
補
本
）
の
成
立
に
つ
い
て

（

甲
南

『

』

」
『

国
文
』
第
二
九
号
・
一
九
八
二
年
）

片
山
享
「

新
古
今
和
歌
集
註
』
に
つ
い
て

（

和
歌
文
学
研
究
』
第
四

『

」
『

八
号
・
一
九
八
四
年
）

片
山
享
「

新
古
今
和
歌
集
註
』
解
説

（

新
古
今
集
聞
書

』

『

」
『

牧
野
文
庫
本

・
古
典
文
庫
・
一
九
八
七
年
）

片
山
享
「

新
古
今
集
聞
書

（
後
抄
）
考

（

甲
南
国
文

・
第
三
二
号

『

』

」
『

』

・
一
九
八
五
年
）

（
２
）

明
治
書
院
・
一
九
八
六
年
。

（
３
）

吉
沢
義
則
編
『
未
刊
国
文
古
註
釈
体
系
』
第
六
巻
・
帝
国
教
育

会
出
版
部
・
一
九
三
七
年
／
清
文
堂
出
版
・
一
九
六
九
年

。
こ
の
書
で

）

は
、
本
書
に
見
ら
れ
る
歌
注
位
置
な
ど
の
誤
り
を
整
斉
し
て
翻
刻
し
て
い

。

、

（

）

る

ま
た

一
〇
二
七
番
の
注
釈

実
際
は
一
〇
三
〇
番
歌
に
相
当
す
る

「
松
を
人
に
あ
て
時
雨
を
我
身
に
あ
て
ゝ
染
か
ぬ
る
た
ひ
こ
と
に
は
う
ら

み

す
る
と
也
時
雨
は
晴
て
も
ふ
り

す
る
物
な
れ
は
其
こ
と
く
人

く

く

を
恨
も
は
て
す
そ
め
か
ね
て
は
恨

す
る
と
云
心
也
風
さ
は
く
と
は
恨

く

を
た
て
ん
た
め
也
又
時
雨
の
す
る
時
は
風
の
そ
ふ
物
な
れ
は
也

、
一
二

」

一
五
番
の
注
釈
（
実
際
は
増
補
本
注
で
あ
る
一
二
一
四
番
歌
の
別
注
に
相

当
す
る

「
あ
つ
ま
ち
に
か
る
て
ふ
か
や
と
は
板
東
に
か
や
を
か
る
と
お

）

ほ
く
云
つ
け
た
れ
は
也
武
蔵
野
な
と
に
多
よ
み
た
る
也
（
傍
点
部
は
ミ
セ

ケ
チ

、
一
九
七
一
番
（
増
補
本
注
）
の
注
釈
「
衣
裏
宝
珠
の
心
也
歌
に

）
」

か
く
れ
た
る
義
な
し
」
が
翻
刻
漏
れ
で
あ
る
。
な
お
、
歌
番
号
は
『
新
編

国
歌
大
観
』
に
拠
る
。

（
４
）

岸
田
依
子

翻
刻
・
解
題
『
新
古
今
私
抄

（

新
古
今
集
古
注

』
『

集
成

近
世
旧
注
編
１

・
笠
間
書
院
・
一
九
九
八
年

。
以
下
、
岸
田
氏

』

）

の
引
用
は
同
書
に
拠
る
。
な
お
、
同
書
は
増
補
本
注
を
除
い
て
翻
刻
す
る

と
い
う
方
針
で
あ
る
が
、
八
九
一
・
九
〇
〇
・
九
三
〇
・
九
四
二
・
九
四

九
・
九
六
〇
・
九
六
二
・
九
六
八
・
一
〇
三
二
番
は
誤
っ
て
増
補
本
注
が

翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
三
三
番
の
傍
注
「
あ
ら
き
田
氏
也
伊
勢
の

」
、

「

」
、

（

）

神
人
也

七
二
二
番
の
頭
注

大
二
条
は
大
殿
な
と
云
心
也

注

３

に
既
に
掲
出
し
た
一
〇
二
七
番
の
注
釈
と
一
八
一
〇
番
の
注
釈
「
長
夜
の

闇
を
思
折
ふ
し
ゆ
ふ
つ
け
鳥
を
き
ゝ
た
る
か
哀
れ
な
る
と
也
」
が
翻
刻
漏

れ
で
あ
る
。

（
５
）

二
二
八
首
の
う
ち
、
一
九
〇
番
は
本
行
に
書
か
れ
た
別
注
に
、

、

。

ま
た

一
九
一
五
番
は
増
補
本
注
に
そ
れ
ぞ
れ
細
字
注
が
付
さ
れ
て
い
る

６

片
山
享

翻
刻
・
解
題

新
古
今
抜
書
抄

松
平
文
庫
本

新

（

）

『

（

）
』（
『

古
今
集
古
注
集
成

中
世
古
注
編
１
』
笠
間
書
院
・
一
九
九
七
年
）

本
文
の

引
用
は
同
書
に
拠
る
。

７

第
四
章
で
取
り
上
げ
た
六
三
番
に
は
既
成
の
注
釈
書
で
あ
る

新

（

）

『

古
今
抜
書
抄
』
注
が
頭
注
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
は
本
文
注
と
し
て

増
補
本
注
が
あ
る
の
で
同
列
に
は
扱
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
両
書
は
注
内

、『

』

。

、

容
が
重
な
っ
て
い
る
上
に

新
古
今
抜
書
抄

の
方
が
詳
し
い

も
し

こ
こ
に
増
補
本
注
が
な
か
っ
た
ら
『
新
古
今
抜
書
抄
』
注
を
採
用
し
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か

『
新
古
今
抜
書
抄
』
注
が
捨
て
が
た
か
っ
た
の
で
頭

。

注
と
し
て
記
し
て
お
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
８
）

有
吉
保
編
・
桜
楓
社
・
一
九
八
二
年
。

（
９
）

傍
線
は
私
に
付
す
。
以
下
、
同
じ
。

『
日
本
歌
学
大
系

第
一
巻

（
風
間
書
房
・
一
九
五
七
年
）

（
１
０)

』


